
 

 

「アートの魅力でまちづくり」～アーティスト紹介コーナー～ 

森の小屋 代表 大森 興二（おおもり こうじ） 

 

 “森の小屋”まさに緑溢れる大自然の中で、コンクリート彫刻品を制作しているのが今回ご紹介する 

大森興二さんです。大森さんは、秋田市立工芸学校（現美術工芸大学附属高）の先生として教壇に立ち、 

多くの教え子に彫刻の素晴らしさを教えてきました。今でも教え子たちが、当時の昔話や作品づくりに 

ついて大森さんに会いに訪れます。 

昨年美大生を対象に開催した「アーティスト☆アトリエ散策モニターツアー」でも学生たちを前に、 

熱弁を奮っておられました。まさに教壇に立つ先生と生徒。 

そんな大森さんの作品の大半は子供をテーマにしたものが多く、「色味のある砕石を混ぜたコンクリ 

ートは冷たく硬いものだが、あえてこの素材を使い、子供が無邪気に遊ぶ姿勢をコンクリート内に凝縮 

させて温かく見せようと試みてるんです。」と制作に対する想いを語って下さいました。相当制作日数 

を要するのでは？と思いきや「手掛けてしまえば、全体の２割で作品は完成するんですよ。手掛けるま 

での創造する時間が残りの８割を占めるんです。」まさしくそこが現在地を選んで理由であり、豊かな 

自然の中で誕生した作品たちは県内多くの箇所で披露されております。「県福祉会館ロビー」「中央卸売 

市場正面入口」等々皆さんも一度はご覧になってみてはいかがですか？ 

『芸術の里かわべゆうわ」プロジェクトにも大いに賛同いただいており、「見学はいつでも大歓迎です。 

近くに来られた際には気軽に工房に立ち寄ってください。」と笑顔で語って下さいました。 

 

 

嬉しそうに美大生に工房を説明する大森さん 

憧れであった農業生活と大好きな彫刻活動 

のため河辺の地を選んだ大森さん 

可愛らしい子供の作品が並ぶ 


